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凡　例

一　本書は，土方久功の自筆日記を翻刻したものである。
一　日記の本文は，横書きの大学ノートに縦書きで，左から右へ書き進められているが
翻刻にさいしては，横書きに改めた。

一　大学ノートの罫線の枠外に書かれた文字は，［　］内に記し，書かれた場所を，〔　〕
内に示した。

一　欠損文字，抹消された文字は，□等の符号を用い，判読できる部分は□の上部に文
字を入れた。

一　誤字と思われる文字は，原文のまま記し，上部に〔ママ〕と記すか，上部の〔　〕
内に正しい文字を入れた。また，疑問のある文字については，〔○○カ〕と記した。

一　人名，地名等内容の説明に関する編者の註は，右上に番号を付し，末尾に順に記した。
一　原文のままでは理解しがたい文字は，右側の〔　〕内の文字で補った。
一　句点は原文通りにしたが，長い文章では，適宜読点を加えた。
一　旧漢字は，一部を除き，当用漢字に改めた。
一　日記の末尾等に記された，図書等からの抜粋は，省略した。
一　日記には，現在では差別語とされる用語が用いられているが，その時代の歴史的な
用語と考え，原文のままとした。

一　本書の刊行に際し，土方久功のご遺族および知人の方々から資料を提供され，示教
を得た。深謝の意を表したい。
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